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1. はじめに 

チームが結果を追求するためには,チームワ

ークが必要となる.チームワークを向上させる

ためには,スタッフと選手や選手同士の信頼関

係を強くすることで,チーム内での意思の疎通

が円滑に行われるようになる.その基盤となる

のは,選手一人ひとりのセルフマネジメントに

大きく関わっている. 

セルフマネジメントとは,目的を達成するた

めに行う自己管理のことであると定義する.本

学野球部は,意志の統一や部員全員への情報伝

達がうまくいかず,ルールや規律の理解不足を

招いているという現状がある.この問題の所在

は,部員のセルフマネジメントの低さにあると

考えられる.部員が多いことやチーム競技であ

ることが帰因し,個人の管理が疎かになってい

るのである. 

そこで,本研究では,チーム結束力を向上す

るためのセルフマネジメントの必要性を明ら

かにし,そのメカニズムを提示することとし

た. 

2．研究方法 

①文献調査:組織,セルフマネジメント,チーム

ワークに関するもの 

②アンケート調査:対象は,本学野球部 85 名

（回収率 96%） 

③インタビュー調査:同 20 名 

3．結果と考察 

ノートを活用することにより,「情報に敏感

になった」,「過去の行動を再確認をしている」,

「目標達成の為に活用している」などの意見が

あげられた.このことから,ノートを活用する

ことは,自分自身の反省や,チームの現状,課題

などに対する「気づき」が生まれることが理解

できる.それは,個人の中の暗黙知を脱却し,周

囲に発信できる情報に変換できる.また,ノー

トを活用し自己管理をしている部員は,2 割存

在した.それを実践している部員は,実践して

いない部員に比べると,ミーティング場面での

発言が多い.ミーティングの場での活発で建設

的な意見交換は,チームの結束力を向上させる

と考えられることから,ノート活用はセルフマ

ネジメントに非常に有効であることが理解で

きる. 

4．結論 

図 1 に示したように,ノートを活用すること

により,情報に敏感になり,「気づき」が生まれ

る.そして,選手同士で,建設的な意見交換を行

うことにより,その情報や気づきを共有できる.

発言することによって選手に責任感が生まれ

る.そのことは,チームの方策である「主体的な

チーム作り」を,より強固にすることができる

と考えられる.つまり,セルフマネジメントが

コミュニケーションをより活発にさせ,新たな

アイデアの創出となり,結束力向上に繋がるの

である. 

 

図 1 チーム結束力向上のメカニズム（筆者作成） 
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